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（1）  第525号（改版第28号） 2016年（平成28年）婦人ひめじ

5
月
21
日
㈯
、姫
路
お
城
ま
つ
り
2
日
目
の
総
お
ど
り
に
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら
会
員
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。真
っ
赤
な
法
被
も
美
し
く
姫
路
城
に
溶
け
込
み
、み
ご
と
な
踊
り
に
な
り
ま
し
た
。太
鼓
の
音
が
心
の
奥
に
染
み

入
り
、明
日
へ
の
活
力
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
29
日
㈮
、
姫
路
の
ま
ち
を

美
し
く
す
る
運
動
協
議
会
に
よ
る

「
み
ど
り
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら
も
岩

田
会
長
を
先
頭
に
15
人
が
参
加
。

大
手
前
公
園
か
ら
姫
路
駅
前
ま
で

の
大
手
前
通
り

と
み
ゆ
き
通
り

で
ポ
イ
捨
て
禁

止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

5
月
30
日
㈪
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。「
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
書
か
れ

た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ボ
ー

ル
ペ
ン
を
配

り
な
が
ら

「
悪
徳
商
法

に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。」と

呼
び
か
け
ま

し
た
。
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5
月
13
日
㈮
、
赤
十
字
の
つ
ど

い
が
婦
人
会
活
動
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
姫
路
市
赤
十
字
奉
仕
団
岩

田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

実
技
訓
練
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
非
常
事
態
に
は
、
き
っ
と

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

5
月
13
日
㈮
、
午
前
中
の
事
業

に
引
き
続
き
、
地
域
啓
発
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
姫

路
市
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

安

富
憲
一
氏
よ
り
、「
姫
路
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

や
さ
し
い
口
調
で
、
わ
か
り
や
す

く
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

5
月
14
日
㈯
、
た
つ
の
市
揖
保

川
河
川
敷
に
お
い
て
、
国
主
催
の

水
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
は
炊
き
出
し
担
当
で
、
た

つ
の
市
の
特
産
品
ソ
ー
メ
ン
の

ぶ
っ
か
け
と
、
各
種
類
の
ア
ル

フ
ァ
化
米
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
忙
し
い

中
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
は
抜
群

の
行
動
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

6
月
2
日

㈭
、健
康
ひ
ょ

う
ご
21
県
民

運
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、

稲
田
監
査
が

参
加
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
等
功
労
者
の
表
彰

の
あ
と
「
健
康
長
寿
社
会
を
可
能

と
す
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
あ

り
方
」
と
題
し
、
筑
波
大
学
大
学

院
の
教
授
、
久
野
譜
也
氏
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

運
動
の
効
果
と
必
要
性
、
歩
く

事
の
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
楽

し
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
17
日
㈮
、
1
1
7
グ
ル
ー

プ
の
創
立
50
周
年
祝
賀
会
に
岩
田

会
長
を
は
じ
め
理
事
が
参
加
し
ま

し
た
。
岩
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
50
年
と
い
う
月
日
の

重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

5
月
26
日
㈭
、
自
治
福
祉
会
館

で
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
運
動
の
大
切
さ
、
毎

日
の
食
事
の
重
要
さ
を
し
っ
か
り

勉
強
し
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
に

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

6
月
30
日
㈭
、
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
福
祉
推
進
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
推
進
委
員
も
参
加
し
、
こ

れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
地
域
福
祉
活

動
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

5
月
17
日
㈫
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
47
回
姫
同
教
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
を

は
じ
め
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
、「
出
会
い
か
ら
学
ぶ
」の

ビ
デ
オ
上
映
を
視
聴
し
ま
し
た
。
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5
月
25
日
㈬
、
13
時
30
分
よ
り

兵
庫
県
連
合
婦
人
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
北
野
会
長
あ
い
さ

つ
の
後
、
井
戸
知
事
よ
り
御
祝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

H
27
年
度
事

業
報
告
・
決

算
報
告
が
あ

り
、
H
28
年

度
事
業
計
画
・

予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

7
月
6
日
㈬
、
平
成
28
年
度
兵

庫
県
婦
人
大
会
が
、
淡
路
市
の
し

づ
か
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
姫
路
市
連
合
婦
人
会
書
記 

河
南
眞
稚

子
さ
ん
が
、

「
兵
庫
県
連

合
婦
人
会

会
員
表
彰
」

を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

6
月
18
日
㈯
、
金
沢
市
校
下
婦

人
会
24
名
が
姫
路
を
訪
問
さ
れ
、

姫
路
市
連
合
婦
人
会
と
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

各
々
の
活
動
報
告
の
後
、
一
日

一
円
感
謝
き
ょ

金
運
動
の
内
容

と
ゴ
ミ
袋
有
料

化
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
姫

路
市
の
状
況
を

報
告
し
て
、
和

や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
28
日
㈫
〜
29
日
㈬
、
伊
勢

路
へ
の
理
事
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
1
日
目
は
東
海
道
の
要
所
で

あ
る
、
関
宿
の
見
学
で
す
。
次
に

昨
年
完
成
し
た
伊
勢
市
防
災
セ
ン

タ
ー
の
見
学
で
、
体
験
学
習
で
は

イ
ザ
と
云
う
時
の
ロ
ー
プ
の
結
び

方
が
面
白
く
手
品
の
よ
う
で
し

た
。
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

職
員
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
説
明
で

楽
し
く
防
災
に
つ
い
て
学
び
、
一

日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝

と
、
お
か
げ
横
丁
で
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。
午
後
は
、
円
座
町

に
あ
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
姫
路
城
を
見

学
。
実
物
大
の
1
／
23
の
大
き
さ

で
19
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し

た
姫
路
城
に
感
動
し
ま
し
た
。
製

作
者
の
想
い
を
感
じ
な
が
ら
、
充

実
し
た
2
日
間
を
終
え
無
事
姫
路

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

7
月
8
日
㈮
、
岡
山
市
連
合
婦

人
会
31
名
と
婦
人
会
活
動
室
で
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
共
に
会

員
減
少
と
若

い
女
性
の
獲

得
を
ど
の
よ

う
に
す
る

か
、
創
立
70

周
年
を
迎
え

て
の
企
画
に

つ
い
て
の
内

容
で
話
が
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。
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婦
人
会
親
睦
旅
行

船
津
校
区

今
年
度
初
め
て
の
婦
人
会
行
事

と
し
て
、
5
月
15
日
㈰
、
前
年
度
役

員
の
方
々
と
ご
一
緒
に
親
睦
バ
ス

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
絶
好
の
行
楽
日

和
の
中
、
鳥
取
県
の
浦
富
海
岸
を

遊
覧
船
で
巡
り
、
日
本
海
の
荒
波

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
洞
門
、
洞
窟

な
ど
素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能

し
、
砂
の
美
術
館
で
は
、
南
米
の

様
々
な
遺
跡
や
動
植
物
を
繊
細

に
、
ま
た
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
彫

刻
さ
れ
た

砂
の
ア
ー

ト
を
感
嘆

の
声
を
あ

げ
な
が
ら

見
学
し
ま

し
た
。道
中

で
は
、お
互

い
の
情
報
交
換
（
楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
）と
、
一
日
楽
し
く
笑
顔
い
っ

ぱ
い
、
お
土
産
い
っ
ぱ
い
の
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。 

　（
水
谷
敏
恵
）

「
地
域
ふ
れ
あ
い
敬
老
会
」開
催

余
部
校
区

5
月
21
日
㈯
、
余
部
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、「
地
域
ふ
れ
あ
い

敬
老
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

余
部
校
区
に
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
5
3
6
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。当
日
、
1
6
2
名
の
方
が
敬
老

会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。前
日
か
ら

準
備
し
、
当
日
は
、
自
治
会
の
方
々

に
も
会
場
設
営
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
顔
、「
お

世
話
さ
ん
!!
」と
言
葉
を
掛
け
て
い

た
だ
き
、私
達
も
安
堵
し
ま
し
た
。

（
吉
田
久
美
子
）

「
ト
ラ
イ
や
る・ウ
ィ
ー
ク
」で
料
理
教
室水

上
校
区

5
月
30
日
㈪
、
花
の
北
市
民
広

場
料
理
室
で
、
増
位
中
学
校
の
2

年
生
19
人
と
災
害
時
に
役
立
つ
料

理
を
作
り
ま
し
た
。献
立
は
震
災

の
炊
き
出
し
で
喜
ば
れ
た
、豚
汁
・

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
お
む
す
び
に
、

鶏
肉
の
フ
ラ
イ
・
ゼ
リ
ー
を
加
え

た
5
品
。先
生
方
も
交
え
て
試
食

タ
イ
ム
を
も
ち
ま
し
た
。

「
三
角
に
握
る
の
は
難
し
い
、
家

で
練
習
せ
な
」
お
む
す
び
1
個
に

大
奮
闘
。ボ
ー
ル
の
よ
う
な
お
む

す
び
も
あ
り
、
と
て
も
賑
や
か
な

料
理
教
室
で
し
た
。（

豊
田
多
恵
子
）

第
10
回「
山
あ
じ
さ
い
祭
り
」

四
郷（
見
野
）校
区

6
月
12
日
㈰
、
記
念
す
べ
き
第

10
回
目
と
な
る
「
山
あ
じ
さ
い
祭

り
」
を
開
催
。連
日
の
雨
で
開
催
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
分
山

あ
じ
さ
い
は
色
ど
り
を
増
し
、
例

年
以
上
に
美
し
く
咲
き
誇
り
、
各

地
か
ら
一
度
は
お
と
ず
れ
た
い
と

足
を
は
こ
ん
で
い
た
だ
い
た
方
か

ら
大
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。四
郷
和

光
保
育
所
園
児
の
「
パ
ラ
バ
ル
ー

ン
」
の
演
技
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。四

郷
中
学
校
箏
曲
部
に
よ
る
琴
の
演

奏
、
茶
道
部
の
抹
茶
が
振
る
舞
わ

れ
る
中
、
恒
例
の
俳
句
大
会
は
力

作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。（
竹
中
安
美
）

▲琴の音響く 山あじさい

▲子ども演技もほほえましく

▲中学生料理にトライ

▲砂の美術館にて
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▲パン屋さんみたいでしょう!!

豊
富
校
区

6
月
7
日
㈫
、
開
講
式
及
び
第

1
回
の
生
活
学
級
を
開
催
し
ま
し

た
。消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
白
井
所

長
よ
り
、「
地
域
に
お
け
る
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
」
身
近
な
事
例
を

ふ
ま
え
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
の
活
発
な
質
問
に
も
回
答
が

あ
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
恒
例
の
パ
ン
教

室
。中
村
先
生
の
指
導
の
も
と
、
ベ

ー
コ
ン
エ
ピ
と
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル

を
作
り
ま
し
た
。今
年
初
参
加
の

メ
ン
バ
ー
は
、
手
際
よ
く
出
来
て

い
く
パ
ン
を
見
て
感
動
。そ
し
て
、

食
べ
て
感
激
、「
美
味
し
い
」
の
連

発
で
し
た
。　
　
　  
（
岩
田
稔
恵
）

や
っ
ぱ
り
美
味
し
い

　
　

  

手
作
り
パ
ン

生
活
学
級

生
活
学
級

い
き
い
き
百
歳
体
操

中
寺
校
区

城
西
校
区

月
曜
日
は
、
い
き
い
き
百
歳
体

操
の
日
で
す
。6
月
13
日
は
ふ
れ

あ
い
喫
茶
終
了
後
に
お
こ
な
い
ま

し
た
。昨
年
の
8
月
か
ら
始
め
た

の
で
、
も
う
す
ぐ
1
年
。D
V
D
を

見
て
み
ん
な
で
声
を
だ
し
な
が

ら
。口
の
体
操
も
合
わ
せ
て
す
る

こ
と
45
分
間
。結
構
な
運
動
量
な

の
に
皆
さ
ん
熱
心
。

効
果
は
そ
れ
ぞ
れ
、
体
操
効
果

プ
ラ
ス
体
操
後
の
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
（
こ
れ
は
脳

ト
レ
に
な
る
と
か
）
も
結
構
楽
し

い
。　 

　
　
　
　
　（
橋
本
菜
摘
）

い
つ
起
き
る
か

　わ
か
ら
な
い

　
　災
害
に
そ
な
え
て
！

　
6
月
19
日
㈰
、
城
西
小
学
校
体

育
館
で
防
災
訓
練
を
実
施
。
当
日

は
雨
の
た
め
、
土
の
う
作
り
や
ハ

シ
ゴ
車
に
乗
っ
た
り
消
火
訓
練
は

出
来
ず
、
生
徒
や
先
生
・
保
護
者

や
住
民
・
各
種
団
体
約
1
0
0
0

人
が
体
育
館
に
集
合
。
石
堂
議
員

と
校
医
の
先
生
・
危
機
管
理
室
・

消
防
署
の
人
達
が
災
害
が
起
き
た

時
の
避
難
所
の
設
営
や
救
護
の
仕

方
等
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
年
々
火
災
報
知
器
の
お
陰
で

火
事
が
減
少
し
て
い
る
と
の
事
。

火
災
報
知
器
に
は
期
限
切
れ
が
あ

る
の
で
、
皆
様
も
今
一
度
ご
確
認

を
。　
　
　
　
　
　 

（
東
山
昌
代
）

ネ
イ
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

広
峰
校
区

6
月
16
日
㈭
、
広
峰
小
学
校
で

ネ
イ
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。1
、
2
時
間
目
は
1
年
生
。

3
、4
時
間
目
は
2
年
生
が
、
の
こ

ぎ
り
や
釘
・
か
な
槌
を
使
っ
て
木

工
細
工
。自
分
の
背
よ
り
も
高
そ
う

な
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
家
作
り
、す
べ
り

台
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

な
ど
、盛
り
沢
山
の
自
由
遊
び
を
体

験
し
ま
し
た
。ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

し
て
い
る
子
供
達
と
一
緒
に
作
品

作
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
、楽
し
く

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
事
が
で

き
ま
し
た
。　
　
　
　（
金
田
善
子
）

▲ワクワクドキドキ

▲大きく息をすって～

心配しないで！！私達がついている！

8月15日㈪

8月21日㈰

8月25日㈭

9月24日㈯

25日㈰

10月29日㈯

11月16日㈬

11月18日㈮

11月20日㈰

11月22日㈫

2月26日㈰

姫路市戦没者追悼式

西人教研究大会

ひめじ教育フォーラム2016

環境と美化のつどい

ひめじ環境フェスティバル2016

姫路市女性文化大会

姫同教研究大会

揚善会表彰式

あいめっせフェスティバル2016

姫路市連合婦人会

　創立70周年記念式典

世界遺産姫路城マラソン2017

今後の活動予定
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男女共同参画推進センター“あいめっせ”開館15周年記念

「男女共同参画作文・エッセイ募集」

姫
路
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

制
定
を
記
念
し
て
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
中
の
6
月
25
日
㈯
に
、
前
厚
生
労

働
事
務
次
官
の
村
木
厚
子
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
男
女
共
同
参
画
で
未
来

を
変
え
る
〜
誰
も
が
と
も
に
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。5

0
0
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、

抽
選
の
結
果
2
7
9
人
の
方
が
参
加
さ

れ
る
中
、
村
木
さ
ん
か
ら
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
我
が
国
の
現
状
、
ご
自
身
の
体

験
等
を
穏
や
か
な
口
調
で
と
て
も
分
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日常の暮らしの中で、性別にとらわれず個性や能力を発揮している様子を、自分が体験した事実に基づいて、文章に
つづってみませんか。

姫路市内に在住、在勤または在学している中学生以上の方
7月10日㈰～9月10日㈯必着　　※但し7月11日㈪、8月15日㈪は休館
①400字詰め原稿用紙縦書き（ワープロ・パソコン原稿の場合は縦書き20字×20行）3枚程度（5枚以
内）、いずれもA4サイズの用紙を使用。
②郵送、持参または、あいめっせホームページの応募フォームから応募。（FAX・メールは受け付け
ていません。）
③1人1点のみ応募可。
④原稿にはA4サイズの表紙をつけてください。表紙には①題名、②氏名（ふりがな）、③住所、④電
話番号、⑤生年月日、⑥職業（市外の在勤者は勤務先）または、学校名・学年を記入してください。
⑤原稿は1行目に題名を書き、2行目から本文を書き始めてください。
⑥表紙および原稿は、ホッチキスではなくクリップで留めてください。
⑦作品は、日本語で書かれた自作で未発表のものに限ります。
⑧いったん提出された作品の変更はできません。
・応募作品の著作権は作者に帰属し、使用権は主催者が有するものとします。
・応募作品は原則として返却しません。
選考委員会で審査を行います。
①受賞作品は11月上旬に受賞者へ直接通知するほか、あいめっせホームページ等で発表します。
②最優秀賞1点、優秀賞2点、入賞6点以内について賞状と副賞（図書カード）を贈呈します。
③11月20日㈰に開催する「あいめっせフェスティバル」にて受賞者への表彰と最優秀作品、優秀作
品の朗読を行う予定です。
④受賞作品は作品集、情報誌及びあいめっせホームページなどに掲載します。
⑤受賞者の氏名、年齢、市町名、学生の場合は学校名と学年を公表します。

姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”「作文・エッセイ募集」係
〒670-0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階　　TEL（079）287-0803
ホームページ　https://www.city.himeji.lg.jp/i-messae/

◎応募資格
◎募集期間
◎応募規定

◎注意事項

◎審査
◎発表・表彰

◎送付先・お問い合わせ先

◎募集テーマ
例えば：◆協力しながら家族みんなで家事や育児、介護をしている家庭 

◆男性（女性）が多いとされる職業や部活動での女性（男性）の活躍
◆仕事も家庭も大切にしている働き方
◆性別による固定的な役割分担がなく、男女が力を合わせて参加している活動　など

2016年（平成28年） 第525号（改版第28号）  （6）婦人ひめじ


